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前立腺全摘除術後に発症 した横紋筋融解症の1例
明治鍼灸大学泌尿器科学教室(主任:斉藤雅人教授)
本郷 文弥,斉 藤 雅人
RHABDOMYOLYSIS FOLLOWING RADICAL  PROSTATECTOMY  : 
                  A CASE REPORT
           Fumiya HONGO and Masahito SAITOH 
From the Department of Urology, Meiji University of Oriental Medicine
   A case of postoperative rhabdomyolysis following radical prostatectomy for prostate cancer is 
reported. A 60-year-old man was referred to our hospital because of an elevation of prostate specific 
antigen detected by the health checkup system. Sextant biopsy for the prostate revealed moderately 
differentiated adenocarcinoma. Radical prostatectomy was performed after hormonal therapy for 10 
months. Two to three days after surgery, the patient complained of a feeling of listlessness. Serum 
levels of creatine phosphokinase were elevated to 6,584 IU/ml and creatinine slightly elevated to 1.6 
mg/dl. Symptoms and laboratory findings improved after sufficient fluid infusion and injection of 
furosemide. To our knowledge, this is only the third case report in the world literature of 
postoperative rhabdomyolysis after urological surgery. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 45: 215-217, 1999) 
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緒 言
横紋筋融解症は何らかの原因で骨格筋細胞融解をき










家族歴:特 記すべ きことな し
現病歴:1996年8月に会社健 診 にてPSAの 高値 を
指摘 され,同 年12月に精査 目的 にて当院 を受診 した.
直腸 内指診 にて鶏卵 大,左 右対称,右 葉全体が硬 く触
れた.
血 液生化学検査:血 清PSA値 は 正2ng/ml(0～4.O
ng/m1)と高値 を示 した.ク レアチ ニ ンク リアラ ンス
をは じめ,他 に異常値 は認 めなか った.
臨床経過:系 統 的前 立腺生検 にて採取 した6カ 所す
べ ての生 検標 本 に中分 化型腺癌(Glcasonscore7)を
認 め た.術 前 病期 はT2bNOMOと 診断 した.術 前 内
分泌 療法 と してLH-RHagonist(酢酸 リムープロ ラ
イ ド)を10カ月投与 した後 に根治的前立腺摘除術 を施
行 した.酢 酸 リ」.一プロライ ドの総投 与量 は37.5mg
であ った.前立腺容積 は内分泌療法開始前 は33.6ml,
治療10カ月後 は15mlで あった.予 後 を推 測す る指
標 と考え られる前立腺癌 の内分泌療法 による前立腺容
積 の減 少速 度(reductiontime:τ)3・4)1ま65日で あっ
た.
術前 には血清PSA値 は2.7ng/m1とな り,ヘ モグ
ロ ビ ン値 は12.8g/dl,血清 ク レ アチ ニ ン値 は1.O
mg/dl,血清 カ リウム値 は4.4mEq/1,血清 カルシウ
ム値 は4.3mEq/1であった.
手術 は全 身麻酔下 に仰臥位 にて恥骨後式前立腺全摘
除術 を行 った.麻 酔 は硬 膜外 麻酔併 用 の上,導 入 は
GOSに て行い,セ ボフルラ ンは計72ml使 用 した.
筋弛緩 剤 と して非 脱分極 性 の臭化 ベ クロニ ウム を計
24mg用いた.
術 前 内分泌 治療 の ため被膜 周 囲の線 維化 が強 か っ
た.腫 大 して転移 を疑 わせ るリンパ節は認 めず,リ ン
パ節 郭清 は行 わ なか った.手 術 時 間 は4時 間45分で
あ った.術 中体温 は36.4～36.5℃で,発 熱 はなか っ
た.出 血 量 は800ml,輸血 は 自己血550mlを 用 い
た.術 中輸 液 は5,200ml,術中尿 量 は1.000m且で
あ った.術 後 のヘモ グロ ビン値 はII.9g/dl,クレア
チニ ン値 は1.lmg/dl,血清 カ リウ ム値 は4.2mEq/
1,血清 カル シウム値 は3.9mEq/1であ った.
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ly(+),v(一),pn(一)であ った.血 清PSA値 は術
後1週 間 で0.3ng/m1,術後4週 間 で0.lng/mlと
な った.術 後補助療法 は施行 しなか った.
術 後抗生剤 はセ フ ァゾリンナ トリウム2g/dayを2
日にわた り投 与 の後,ピ ペ ラシ リンナ トリウム49/
dayを10日間にわ た り,点 滴投与 した,
第1病 日の尿量 は1,013mlとやや少 ない ものの乏
尿 で は な か っ た.体 温 は 最 高37.4℃ で あ っ た.
CPKは4,0671U/ml,クレアチニ ンは1.6mg/dlと
軽度上昇 した.軽 度の四肢 の脱力感 を訴 えたほか は自
覚症状 はなか った.心 電図検査 を施行 したが異常 はな
かっ た.横 紋 筋 融 解 症 を疑 い,2日 間 に わ た り,
2,700mi/dayの輸 液お よびフロセ ミ ド20mgの 投 与
を行 った.
第2病 日の尿 量 は2,270mlであ った.乏 尿 は認め
なか っ た.体 温 は最 高38.0℃ で あっ た.CPKは
6,5841U/mlまで 上昇 したが,血 清 ク レアチ ニ ンは
1.2mg/dlと改善 した.
第3病 日の尿量 は2,180mlであ った.体 温 は最高
3Z1℃ で あった.CPKは5,3511U/ml,血清 ク レ
アチニ ンは1.Omg/dlと改 善傾 向 を示 した.
ミオグロビン尿 につ いては術後 の血尿のため はっき
りしなか った.ま た,術 後30日に超 えた ところで再度








患,熱 射病 などが あげ られ る。
非外傷性の もの には細菌性,ウ イルス性 な ど感染性
疾患,膠 原病,筋 ジス トロフ ィーな どの炎症性疾患,
糖尿 病性 アシ ドー シスな どの代 謝性疾患 お よび アル
コール,ヘ ロイン.ジ アゼパ ム,ハ ロペ リ ドールな ど
による薬物誘発性の ものがあげ られ る.
悪性高熱症 の臨床 的診断基準 は盛 生 ら6)によって,
劇症型,亜 型,術 後 と分類 されてい る.な かで も発熱
の基準 を満た した劇症 型 につ いて は毎 年統計 が とら
れ,そ の本態 は骨 格筋小胞体 のcalciuminducedcal-
ciumrelease(CICR)機構 の異 常 で あ る と認 め られ
るに至 ってい る.し か し,本 症例の ような亜型,さ ら
に術後発生症例 については不明 な点が多い.
泌尿器科領域の手術 において は文献 を検索 しえたか
ぎ り,横 紋筋融解症に よ り急性腎不全 に至 った2例 の
報告が あ り7'8),1例は腎摘 除術 後,も う1例 は副腎
摘除術後であ った.
腎摘 除術 の症例 におい てはCPKは3,9251U/1ま
で,ク レアチ ニ ンは3.7mg/diまで上 昇 し,保 存的
治療のみで改善 してい る.同 症例の横紋筋融解症 の原
因 と して,手 術 的侵襲,片 腎 に加 えて,イ ンフルエ ン
ザ による筋症の合併が発症の引 き金 となった と推測 さ
れ ると してい る.同 文献の著者 らは経腰式手術症例 に
お け る術 後1,3,5,7日 目のCPK値 につ き検 討
し,3日 目に最高値 を示 し,7日 目に正常化 してい た
と報告 してい る.ま た,経 腰式,経 腹式,経 胸腹 的手
術症例 において術前 と術後7日 目のCPK値 との間に
有意差 は認め られ なか った述べてい る.
副 腎摘 除術 の症例 にお いて は ク レアチニ ンは5.7
mg/dlまで上昇 したた め,血 液透析 を施行 してい る.
発症の原因は手術体位 によるもので はな く手術時 間が
長 か った こ とが原 因 で生 じた ので はない か と して い
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る.
本症例においては著明な発熱や筋肉痛はなく,術前














1)長 沢 俊 彦,副 島 昭 典=Rhabdomyolysis.日臨41=
100-105,1983
2)細 島 弘 行,塚 田 克 之,小 豆 沢 定 秀,ほ か:下 痢 を
初 発 症 状 と し,Rhabdomyolysis,DICにて 死 亡





4)本 郷 文 弥,中 ノ 内 恒 如,中 村 潤,ほ か:前 立 腺
癌 に お け るGleaSQn分類 と 去 勢 術 後 の 前 立 腺 容 積
のReductiontime(τ)の予 後 予 測 能 に 関 す る 比 較
検 討.日 泌 尿 会 誌89:871-875,1998
5)RalphD:Rhabdomyolysisandacuterenalfailurc.
JAcEP7:Io3-lo6,1978
6)盛 生 倫 夫,森 健 次 郎:診 断.悪 性 高 熱 症.盛 生 倫
夫,森 健 次 郎 編.pp.33,金 原 出 版,東 京,1988
7)今 尾 哲 也,横 山 修,金 谷 二 郎,ほ か1腎 摘 後 横
紋 筋 融 解 症 に よ り急 性 腎 不 全 を き た し た1例.泌
尿 紀 要43:69,1997(学 会 抄 録)
8)MjahedK,BenghalemM,BourquiaA,etaLl
Postoperativerhabdomyolysisf()llowingsurgeryofa
pheochromocytoma.CahAnesthesiol40=421-
423,1992
(ReceivedonJune16,1998AcceptedonNovember9,1998)
